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オンラインゲーム「フォートナイト」は国内ｅスポーツ大会でも人気のコンテンツだ＝2019

年 11 月、東京・東池袋 

「スポーツ離れ」が懸念される若者の心をつかむため、仮想空間に活路を求める競技がある。

６月２２日から４日間、シンガポールで開かれる国際大会「オリンピックｅスポーツシリー

ズ」に参加する射撃だ。「まずは若者の関心を高め、いずれは銃を使う競技者を増やせれば」

とは、ｅスポーツ参入を仕掛けた日本ライフル射撃協会（ＪＲＳＦ）の胸算用。思惑通りに

若者のハートを撃ち抜けるかどうか。〝初陣〟に注目だ。 

同シリーズは、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）が国際競技団体（ＩＦ）やゲームメーカ

ーと手を組み１０競技を行う。野球、自転車、ダンス、テニスなどが名を連ね、射撃もそこ

に加わった。 

本番で使われるのは、世界に３億５千万人以上の利用者がいるとされるエピック・ゲームズ

社のオンラインゲーム「フォートナイト」。武器を使ってモンスターを倒すモードや、最後

の１人まで競争相手を倒し続けるバトルロイヤルがある中で、ユーザー側が自在にカスタ

マイズ（加工）できる「クリエイティブモード」で仮想空間を作り、それを競技場にする。

今回は、制限時間内にどれだけの標的を撃ったかを得点化して順位を競うという。 

古くは１９７０年代の「スペースインベーダー」に始まり、射撃とビデオゲームは相性がよ

い。エアピストル・ライフルなどの五輪実施競技とは別に、ＪＲＳＦは早くから火薬を使わ

ず光線を照射して的を射る「ビーム射撃」の普及にも取り組んできた。いまの日本代表クラ

スには、中学高校時代に始めたビーム射撃で腕を磨き、本格的な競技に移行した選手もいる。 



とはいえ、競技人口の拡大にはつながっていない。実弾を使う競技は銃刀法による規制もあ

り、ハードルが一気に高くなる。このところ銃器による殺人事件が続いており、射撃競技の

イメージが後ろ暗い影を伴うのも事実だ。 

同シリーズへの参入を国際射撃連盟に強く働きかけたのは、ＪＲＳＦだという。「射撃競技

には世界的に逆風が吹いている。若い人を取り込むには、ゲームという裾野の広い世界に目

を向ける必要があった」。松丸喜一郎会長は背景をそう説明する。 

全競技団体に先駆けて２０１９年にｅスポーツの事業化を掲げ、２１年５月には事業の推

進を担う外部人材を採用した。２２年４月には、国際射撃連盟内に「ｅスポーツコミッショ

ン」が設立され、松丸氏が委員長に就任。エピック・ゲームズ社との交渉を行ってきた。 

シンガポールで行われる〝競技〟の画面を作成したのもＪＲＳＦだという。プレーヤーの

視点は、照準と標的が画面に映る「１人称」と、主人公が走ったり跳んだりする「３人称」

の２パターン。視点が切り替わる中で、固定の的やランダムに移動する的を撃って得点を競

う。 

賞金は出ないものの、「オリンピック」の訴求力は強く、今大会には世界ランキングの上位

１２人を招待して決勝を行う。日本人ランカー２人も参戦の予定。ＪＲＳＦは１７日の理事

会で、２人を日本代表として派遣することを決定。これも、国内の競技団体では初めての試

みだ。 

身体運動を伴わないゲームを「スポーツ」と呼ぶことには、世界でも賛否が割れている。射

撃界に限れば、ｅスポーツ参入への心理的な抵抗は少ない。年齢差や性差、体格差が結果に

表れにくい競技特性が影響しているようだ。 

 

 

 



ビーム射撃の体験会で、参加した子供に的の狙い方を手ほどきする松丸喜一郎会長＝東京

都新宿区 

 

３月の全日本選手権（福井県）では、エアピストルで男女の別をなくし、障害者の出場枠も

設けて一緒に順位を争う形式を導入した。今年度からは、５０メートルライフル３姿勢（伏

射、立射、膝射）、エアピストル・ライフル、ビーム射撃（ピストル・ライフル）の全日本

大会でも統合順位を導入している。 

ｅスポーツ参入も、その延長線上にある。「生涯スポーツになり得るし、障害の有無を超え

ていろいろな人が同じステージで争える。共生社会を見据え、レーザー、ビーム射撃に加え

てｅスポーツも充実させたい」と松丸会長は前傾姿勢だ。 

ｅスポーツのもたらす経済効果も競技団体にとっては魅力がある。海外を中心に市場が急

速に拡大しており、日本ｅスポーツ連合によると、２０２１年の国内市場は７８億円を超え、

２５年には１８０億円にまで成長するとみられている。 

ＪＲＳＦの会員数は約７千人。およそ半数が大学生や高校生だが、就職などを機にやめる人

が多く、成人会員は高齢化が進んでいるという。ｅスポーツで若者との接点が増えれば、今

後の競技人口の拡大も十分に望める。会員数の増加は安定した協会運営につながり、ｅスポ

ーツの国内大会の開催にも弾みがつく。 

「競技団体がｅスポーツの代表選手を育て、選考する枠組みを早急に作りたい」と松丸会長。

来年の「オリンピックシリーズ」がパリでも開かれることもすでに決まっている。ＪＲＳＦ

は本年度中に代表選考会を開催する予定だという。射撃競技の今後を占う上で、今年は大事

な年になる。（運動部 森田景史） 

 

 


